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(57)【要約】
【課題】雄型部材と雌型部材との挿脱操作が容易で、且
つ連結状態に保持が確実であり、経年変化が殆どなく、
十分な耐久性がある装身具用留め具を提供する
【解決手段】柱状の雄型金具１０とその雄型金具を嵌入
させる筒状の雌型金具２０とを備え、雄型金具１０には
、嵌入方向に直交する方向の円筒状貫通孔１３と、その
先端面から円筒状貫通孔１３に通じるスリット１４とを
形成している。雌型金具は、円筒状貫通孔１３に回動自
在に嵌入可能でその円筒状貫通孔１３と嵌合する部分を
スリット１４を通過できる厚さの平板状の面取部３１に
形成したロッド３０を回動自在に支持し、その雌型金具
２０の外側でロッド３０の一端部又は両端部に固着する
レバー４０を設ける。そのレバー４０を一方向に回動さ
せると、ロッド３０の面取部３１がスリット１４と平行
な状態になり、逆方向に回動させると、その面取部３１
がスリット１４に対して傾斜あるいは直交した状態にな
る。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　柱状ブロックからなる雄型金具と該雄型金具を嵌入させる筒状の雌型金具とを備え、
　前記雄型金具には、前記雌型金具への嵌入方向に直交する方向を軸線とする円筒状貫通
孔と、前記雌型金具への嵌入方向の先端面から前記円筒状貫通孔に通じ、該円筒状貫通孔
の径より小さい幅のスリットとを形成し、
　前記円筒状貫通孔に回動自在に嵌入する円柱状のロッドであって、前記円筒状貫通孔と
嵌合する部分を前記スリットの幅より若干小さい厚さの平板状に面取りして面取部を形成
したロッドを、前記雌型金具に回動自在に支持させて設け、
　該雌型金具の外側で前記ロッドの一端部又は両端部に固着するレバーを設け、
　該レバーをその自由端部が前記雌型金具から離れる方向に回動させたときに、前記ロッ
ドの前記面取部が前記スリットと平行な状態になり、該レバーをその自由端部が前記雌型
金具に近づく方向に回動させたときに、前記ロッドの前記面取部が前記スリットに対して
傾斜あるいは直交した状態になるようにしたことを特徴とする装身具用留め具。
【請求項２】
　前記雌型金具が角筒状であり、前記雄型金具が前記角筒状の雌型金具内に嵌入可能で、
前記円筒状貫通孔と前記スリットとを形成した角柱状の突起部とその後端部に設けた前記
雌型金具の外形寸法と同じ太さの角柱状の基部とからなることを特徴とする請求項１に記
載の装身具用留め具。
【請求項３】
　前記雌型金具と前記レバーの自由端部付近には、該レバーをその自由端部が前記雌型金
具に近づく方向にその回動端位置まで回動させたときに、互いに係合して該レバーをロッ
クする手段を設けたことを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の装身具用留
め具。
【請求項４】
　楕円を長軸の回りに回転させた形状の外周面を有する金属部材を、その長軸に直交する
方向に切断して二分割した形状の雄型金具と雌型金具とを備え、
　前記雄型金具の分割面には前記楕円の長軸方向に沿って突出する角柱状の突起部を設け
、前記雌型金具の分割面には前記角柱状の突起部を嵌入させる角穴を設け、
　前記突起部には、前記雌型金具の角穴への嵌入方向に直交する方向を軸線とする円筒状
貫通孔と、前記角穴への嵌入方向の先端面から前記円筒状貫通孔に通じ、該円筒状貫通孔
の径より小さい幅のスリットとを形成し、
　前記円筒状貫通孔に回動自在に嵌入する円柱状のロッドであって、前記円筒状貫通孔と
嵌合する部分を前記スリットの幅より若干小さい厚さの平板状に面取りして面取部を形成
したロッドを、前記雌型金具に回動自在に支持させて設け、
　該雌型金具の外側で前記ロッドの一端部又は両端部に固着するレバーを設け、
　該レバーを一方向へ回動させたときには前記ロッドの前記面取部が前記スリットと平行
な状態になり、該レバーを逆方向に回動させたときには、前記ロッドの前記面取部が前記
スリットに対して傾斜あるいは直交した状態になるようにしたことを特徴とする装身具用
留め具。
【請求項５】
　前記雄型金具と前記雌型金具と前記レバーとが、いずれも金、白金、銀、またはそれら
のいずれかを含む合金で形成されたことを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記
載の装身具用留め具。

　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、真珠や珊瑚、宝石などの宝玉にワイヤを挿通して多数個連接してなる連珠
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状の装身具、あるいは金、銀、プラチナ等の貴金属製の鎖状の装身具、例えばネックレス
やブレスレットなどにおいて、その両端を連結して無端状にするための装身具用留め具に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、ネックレスやブレスレット等の連珠状あるいは鎖状の装身具は、無端状にして
首や腕に装着されるが、着脱の度にその両端を連結したり離間させたりしなければならな
いため、それを容易かつ確実に行えるようにするために種々の留め具あるいは連結具が使
用されている。
　その多くは、挿入穴部を有する雌型部材とその挿入穴部に挿脱可能な突起部を有する雄
型部材との組み合わせからなるピン挿脱タイプのものであった。このタイプのものは、連
結するための操作が容易であり、連結した状態でも全体のサイズを比較的小さくすること
ができるという利点がある。
【０００３】
　そこで、本発明者は先に特許文献1に記載の連結具を提案した。その連結具は、挿入穴
部を備えた雌(メス)型部材と、その挿入穴部に挿脱可能な突起部を備えた雄（オス）型部
材とからなる。
　その雌型部材は、挿入穴部の中心軸線に対して対称な位置に互いに接近する方向に付勢
した一対の抜け止め係止片と、その中心軸線の回りでその一対の抜け止め係止片と直交す
る位置に互いに接近する方向に付勢された一対の挿入阻止片とを備えている。
【０００４】
　一方、雄型部材の突起部は、少なくともその先端部側の所定長部分が先端方向に先細り
形状であって、雌型部材の挿入穴部に挿入した状態でその挿入方向の中心軸線の回りに回
転可能であり、外周面におけるその中心軸線に対して対称な位置に雌型部材の各抜け止め
係止片と係合可能な段差又はくぼみによる一対の抜け止め係止部と、中心軸線の回りでそ
の各抜け止め係止部と同じ面の先端部側に雌型部材の各挿入阻止片が当接可能な段差によ
る一対の当接部とを形成し、且つ外周面の上記一対の抜け止め係止部と一対の当接部とを
除く部分を滑らかな面に形成している。
【０００５】
　それによって、雄型部材の突起部を雌型部材の挿入穴部に挿入して抜け止め係止部を抜
け止め係止片に係合させることにより、雄型部材と雌型部材とを確実に連結させることが
できる。その際、突起部を挿入方向の中心軸線の回りで、抜け止め係止部と抜け止め係止
片の角度位置が一致する状態で挿入穴部に挿入すれば、抜け止め係止部と抜け止め係止片
を係合させて引きぬけないように連結させることができるが、抜け止め係止部と抜け止め
係止片の角度位置が９０度ずれた状態で挿入穴部に挿入しても、当接部が挿入阻止片に当
接して完全には挿入できず、連結できない。
【０００６】
　したがって、雄型部材を雌型部材に挿入する際、連結できる所定の相対角度位置にある
ときだけ挿入による連結操作が可能になり、挿入しても確実に連結できずに不注意により
離脱してしまう恐れを殆どなくすことができる。
【特許文献１】特開２００５－３２９０７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、この連結具では、板ばねによる抜け止め係止片と挿入阻止片とを雌型部
材内に設けているので、その付勢力が強すぎると、雄型部材と雌型部材との挿脱操作が困
難になり、その付勢力が弱すぎると、雄型部材と雌型部材との連結保持力が低下して、小
さな力でも抜けてしまう恐れがあるため、その付勢力の調整が難しいという問題があった
。
また、極めて小さい板ばねを使用することになるため、経年変化や部材耐久性の問題もあ
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った。
【０００８】
　この発明は、このような問題を解決するためになされたものであり、雄型部材と雌型部
材との挿脱操作が容易で、且つ連結状態に保持が確実であり、経年変化が殆どなく、十分
な耐久性がある装身具用留め具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明による装身具用留め具は、上記の目的を達成するため、柱状ブロックからなる
雄型金具とその雄型金具を嵌入させる筒状の雌型金具とを備え、その雄型金具には、雌型
金具への嵌入方向に直交する方向を軸線とする円筒状貫通孔と、雌型金具への嵌入方向の
先端面から円筒状貫通孔に通じ、その円筒状貫通孔の径より小さい幅のスリットとを形成
している。
【００１０】
　また、上記円筒状貫通孔に回動自在に嵌入する円柱状のロッドであって、その円筒状貫
通孔と嵌合する部分を上記スリットの幅より若干小さい厚さの平板状に面取りして面取部
を形成したロッドを、上記雌型金具に回動自在に支持させて設け、その雌型金具の外側で
上記ロッドの一端部又は両端部に固着するレバーを設けている。
　そして、そのレバーを自由端部が雌型金具から離れる方向に回動させたときに、上記ロ
ッドの面取部が上記スリットと平行な状態になり、そのレバーを自由端部が上記雌型金具
に近づく方向に回動させたときに、上記ロッドの面取部が上記スリットに対して傾斜ある
いは直交した状態になるようにしたことを特徴とする。
【００１１】
　上記雌型金具が角筒状であり、上記雄型金具がその角筒状の雌型金具内に嵌入可能で、
上記円筒状貫通孔とスリットとを形成した角柱状の突起部とその後端部に設けた上記雌型
金具の外形寸法と同じ太さの角柱状の基部とからなるようにするとよい。
　上記雌型金具と上記レバーの自由端部付近には、該レバーをその自由端部が上記雌型金
具に近づく方向にその回動端位置まで回動させたときに、互いに係合して該レバーをロッ
クする手段を設けるのが望ましい。
【００１２】
　この発明による装身具用留め具はまた、楕円を長軸の回りに回転させた形状の外周面を
有する金属部材を、その長軸に直交する方向に切断して二分割した形状の雄型金具と雌型
金具とを備え、その雄型金具の分割面には上記楕円の長軸方向に沿って突出する角柱状の
突起部を設け、上記雌型金具の分割面にはその角柱状の突起部を嵌入させる角穴を設けて
構成してもよい。
【００１３】
　その場合、上記突起部には、上記雌型金具の角穴への嵌入方向に直交する方向を軸線と
する円筒状貫通孔と、上記角穴への嵌入方向の先端面からその円筒状貫通孔に通じ、その
円筒状貫通孔の径より小さい幅のスリットとを形成し、上記円筒状貫通孔に回動自在に嵌
入する円柱状のロッドであって、その円筒状貫通孔と嵌合する部分を上記スリットの幅よ
り若干小さい厚さの平板状に面取りして面取部を形成したロッドを、上記雌型金具に回動
自在に支持させて設け、その雌型金具の外側で上記ロッドの一端部又は両端部に固着する
レバーを設ける。
　そして、そのレバーを一方向へ回動させたときには上記ロッドの面取部が上記スリット
と平行な状態になり、そのレバーを逆方向に回動させたときには、上記ロッドの面取部が
上記スリットに対して傾斜あるいは直交した状態になるようにする。
【００１４】
　上記いずれの装身具用留め具においても、上記雄型金具と雌型金具とレバーとを、いず
れも金、白金、銀、またはそれらのいずれかを含む合金で形成するのが望ましい。
【発明の効果】
【００１５】
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　この発明による装身具用留め具は、上記の構成により、ネックレスやブレスレット等の
連珠状あるいは鎖状の装身具において、その両端の一方に雄型金具を、他方に雌型金具を
係着することにより、雄型金具を雌型金具に嵌入させてレバーを所定角度回動させるだけ
で、雌型金具を雄型金具から抜け止めするので両者を確実に連結でき、無端状の装身具を
形成することができる。その後は不用意に離脱する恐れがない。
　その連結状態から、レバーを逆方向に所定角度回動させれば、雄型金具を雌型金具から
容易に引き抜いて、両者を容易に離脱させることができる。しかも、構造が簡単で製造が
容易である。また、ばねを使用しないので経年変化が殆どなく、十分な耐久性がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、この発明の好ましい実施の形態を図面を参照して具体的に説明する。
　まず、この発明による装身具用留め具の一実施例の概要を図１から図３によって説明す
る。図１は、その装身具用留め具の雄型金具を雌型金具に嵌入させて連結する過程を、雌
型金具のみを縦断面にし、レバーは仮想線で示す正面図であり、(ａ)は雄型金具を雌型金
具に途中まで嵌入させた状態を、（ｂ）はその雄型金具を雌型金具に完全に嵌入させた状
態を、（ｃ）はレバーを回動させて雄型金具と雌型金具を連結した状態を、それぞれ示す
。
　図２は装身具用留め具の雄型金具と雌型金具を分離した状態を示す正面図、図３は雄型
金具と雌型金具を連結した状態を示す正面図である。
【００１７】
　この装身具用留め具１は、柱状ブロックからなる雄型金具１０と、その雄型金具１０を
嵌入させる筒状の雌型金具２０とを備えている。この実施例では、雌型金具２０は一端が
開口し、他端が閉じた四角筒状であり、雄型金具１０は、その開口から雌型金具２０内に
嵌入可能な四角角柱状の突起部１１と、その後端部に一体に設けた雌型金具１０の外形寸
法と同じ太さの角柱状の基部１２とからなる。
　その突起部１１には、雌型金具への嵌入方向に直交する方向を軸線とする円筒状貫通孔
１３と、雌型金具１０への嵌入方向の先端面から円筒状貫通孔１３に通じるスリット１４
とを形成している。そのスリットの幅は円筒状貫通孔の径より小さい。
【００１８】
　雌型金具２０には、突起部１１の円筒状貫通孔１３に回動自在に嵌入する円柱状のロッ
ド３０を対向する周壁２１を貫通させて回動自在に支持している。そのロッド３０の円筒
状貫通孔１３と嵌合する部分（図１に断面を斜線を施して示す）は、スリット１４の幅よ
りも若干小さい厚さの平板状の面取部３１として形成されている。
　そして、仮想線で示すように、雌型金具２０の外側でロッド３０の一端部又は両端部に
固着するレバー４０を設けている。
【００１９】
　そのレバー４０を、図１（ａ）及び図２に示すように操作部となる自由端部４１が雌型
金具２０から離れる矢示Ａ方向に回動させた状態では、ロッド３０の面取部３１がスリッ
ト１４と平行な状態になる。
　この装身具用留め具１の雄型金具１０と雌型金具２０を連結させる場合には、図２に示
す離間状態から、図１（ａ）に示すように雄型金具１０の突起部１１を雌型金具２０内に
嵌入させると、突起部１１のスリット１４をロッド３０の面取部３１が通過して、最後に
その面取部３１が同図（ｂ）に示すように円筒状貫通孔１３内に嵌合する。
【００２０】
　そこで、レバー４０をその自由端部４１が雌型金具２０に近づく矢示Ｂ方向に回動させ
、同図（ｃ）及び図３に示すように自由端部４１を雌型金具２０の外周面に当接させると
、ロッド３０の面取部３１がスリット１４に対して傾斜した状態になる。
　それによって、雄型金具１０を雌型金具２０から引き抜く力が作用しても、ロッド３０
が円筒状貫通孔１３からスリット１４に出ることができなくなるため、雄型金具１０と雌
型金具２０の連結状態が確実に保持される。
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【００２１】
　このときのロッド３０の面取部３１の傾斜角度、すなわちロッド３０の回動角度は、２
０°程度から９０°（直交状態）までの適切な角度とする。この傾斜角度が大きい程抜け
止め機能は高まる。図示の例では約３０°である。
【００２２】
　また、この実施例では、レバー４０の基部は二股になっていて雌型金具２０の対向する
周壁２１の両側でロッド３０の両端部に固着し、操作部となる自由端部４１側で一体化し
ている。その自由端部４１付近に係止片４２を突設しており、レバー３０を自由端部４１
が雌型金具２０に近づく方向にその回動端位置まで回動させて押し付けると、その係止片
４２が雌型金具２０の周壁２１に形成された係止孔２２に嵌入して係止孔２２の内周付近
部の周壁２１に係合し、レバー３０が不用意に回動しないようにロックする。すなわち、
係止片４２と係止孔２２とによってロック手段を構成している。このようにすれば、一層
確実に雄型金具１０と雌型金具２０の連結状態を保持することができる。
【００２３】
　この装身具用留め具１の雄型金具１０と雌型金具２０の連結状態を解除する場合には、
図１（ｃ）及び図３に示す連結状態から、レバー４０の自由端部４１を上方に引張って係
止片４２を係止孔２２から抜いてロックを解除し、レバー４０を矢示Ａ方向に図１（ｂ）
に示す右旋端まで回動すると、それに固着されたロッド３０の面取部３１がスリット１４
と平行になる。そこで、雄型金具１０を雌型金具２０から引き抜く方向に力を加えると、
図１（ａ）に示す状態を経て雄型金具１０を雌型金具２０から引き抜くことができ、図２
に示すように分離させることができる。
【００２４】
　図１では図示を省略しているが、図２及び図３に示すように、雄型金具１０の基部１２
の後端面１２ａ、雌型金具２０の後端面２０ａには、それぞれ多数の真珠や宝石等の宝玉
を貫通して連接するワイヤや紐、あるいは鎖状装身具の両端部等を係着するための半リン
グ状の係着部１５，２５を設けている。したがて、この係着部１５，２５にネックレスや
ブレスレット等の連珠状あるいは鎖状の装身具の両端部をそれぞれ係着すれば、この装身
具用留め具１の雄型金具１０と雌型金具２０を連結することによって、ネックレスやブレ
スレットを首や腕に装着した状態で無端状に形成することができる。
【００２５】
　この装身具用留め具１は、図３に示す連結状態では、装身具用留め具１全体が一個の小
さな四角柱状のアクセサリのようになるので見栄えがよい。図では寸法を大幅に拡大して
示しているが、実際の寸法は外周が６ｍｍ角程度、連結状態での全長が２０ｍｍ程度の小
さなものである。
【００２６】
　雄型金具１０と雌型金具２０及びレバー４０と好ましくはロッド３０も、人にアレルギ
ー反応を起こさせる等の悪影響を及さない金属材料で作製するのが望ましいが、貴金属で
ある金、白金、銀、金合金、または銀合金などが、加工性がよく且つ宝玉とマッチして装
身具の高級感を保つことができてよい。特に１８金や金合金であるホワイトゴールドは最
適である。
【００２７】
　次に、図４～図７によって、この実施例の装身具用留め具１における雄型金具１０の突
起部１１と雌型金具２０に回動可能に支持されるロッド３０の詳細を説明する。
　図４はその突起部１１とロッド３０を示す斜視図、図５は突起部１１の正面図、図６は
ロッド３０の正面図、図７は図６のＹ－Ｙ線に沿う断面図である。
【００２８】
　図４及び図５に示すように、四角角柱状の突起部１１の長手方向の中央より先端部１１
ａ寄りに、対向する側面間を貫通して、雌型金具への嵌入方向に直交する方向を軸線とす
る直径Ｒ１の円筒状貫通孔１３形成している。そして、雌型金具１０への嵌入方向の先端
面１１ａから円筒状貫通孔１３に通じるスリット１４とを形成している。そのスリット１
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４の幅、すなちスリット１４を形成する平行に対向する２面の間隔ｄは、円筒状貫通孔の
径Ｒ１より小さい。例えば、ｄ＝Ｒ１・３／５程度にする。
【００２９】
　一方、ロッド３０は図４、図６及び図７に示すように、円筒状貫通孔の径Ｒ１より若干
小さい径Ｒ２を有する円柱状をなし、長手方向の中央部に、突起部１１の幅（四角柱の１
辺の長さ）Ｗより若干長い長さｘの部分を径方向の上下両側から面取りして、スリット１
４の幅ｄよりも若干小さい厚さｅの平板状の面取部３１を形成している。両端部３２，３
２は雌型金具２０の対向する周壁２１に回動可能に支持される。
【００３０】
　この実施例では、突起部１１を含む雄型金具１０を正四角柱状にし、雌型金具２０を正
四角筒状にして、嵌入時に突起部１１の円筒状貫通孔１３とロッド３０の軸線方向を合わ
せ易くしているが、これに限るものではない。例えば、突起部１１を含む雄型金具１０を
、長四角柱、六角柱、八角柱、円柱、楕円柱、その他の変形柱等にし、それに合わせて雌
型金具２０を長四角筒、六角筒、八角筒、円筒、楕円筒、その他の変形筒等にしてもよい
。また、雄型金具１０の基部１２や雌型金具２０の外周面に装飾を施してもよい。
【００３１】
　次に、この発明による装身具用留め具の他の実施例を図８及び図９によって説明する。
　図８はその装身具用留め具の雄型金具と雌型金具を分離した状態を示す正面図、図９は
雄型金具と雌型金具を連結した状態を示す正面図である。
【００３２】
　この装身具用留め具２は、楕円を長軸（図８に一点鎖線３で示す）の回りに回転させた
形状の外周面を有する金属部材を、その長軸３に直交する方向に切断して二分割した形状
の雄型金具５０と雌型金具６０を備えている。
　その雄型金具５０の分割面５０ａには上記楕円の長軸方向に沿って突出する角柱状の突
起部５１を設け、雌型金具６０の分割面６０ａには角柱状の突起部５１を嵌入させる角穴
６１を設けている。
【００３３】
　さらに、その突起部５１には前述した実施例と同様に、雌型金具６０の角穴６１への嵌
入方向に直交する方向を軸線とする円筒状貫通孔５３と、角穴６１への嵌入方向の先端面
から円筒状貫通孔５３に通じ、その円筒状貫通孔５３の径より小さい幅のスリット５４と
を形成している。
　また、雌型金具６０には、その角穴６１に雄型金具５０の突起部５１が嵌入されたとき
に、その円筒状貫通孔５３に回動自在に嵌入する円柱状のロッド７０を回動可能に支持し
ている。
【００３４】
　そのロッド７０は、円筒状貫通孔と嵌合する部分をスリット５４の幅より若干小さい厚
さの平板状に面取りして面取部を形成している。このロッド７０の両端部の少なくとも一
方は雌型金具６０を貫通しており、雌型金具６０の外側でそのロッド７０の一端部又は両
端部にレバー８０を固着している。
　このレバー８０は、雌型金具６０の外面に沿った逆Ｕ字状あるいはリング状に形成され
、図８及び図９で上側の自由端部８１が操作部となっている。この自由端部８１の表面に
は細かい凹凸等による滑り止め加工を施すとよい。
【００３５】
　このレバー８０を図８の矢示Ｃ方向の回動端まで回動させたときには、ロッド７０の面
取部７１がスリット５４と平行な状態になる。この状態で雄型金具５０の突起部５１を雌
型金具６０の角穴６１に嵌入させると、前述の実施例と同様にスリット５４にロッド７０
の面取部７１が嵌入する。さらに、雄型金具５０の分割面５０ａと雌型金具６０の分割面
６０ａとが当接するまで押し込むと、突起部５１の円筒状貫通孔５３にロッド７０の面取
部７１が嵌合する。
【００３６】
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　その状態で、図９に示すようにレバー８０を矢示Ｃ方向と逆の矢示Ｄ方向に回動端まで
回動させると、そのレバー８０に固着されたロッド７０の面取部７１がスリット５４に対
して傾斜あるいは直交した状態になる。それによって、雄型金具５０を雌型金具６０から
引き抜く力が作用しても、ロッド７０が円筒状貫通孔５３からスリット５４に出ることが
できなくなるため、雄型金具５０と雌型金具６０の連結状態が確実に保持される。
このときの傾斜角度については前述の実施例において述べたのと同様である。
　また、この実施例においても、レバー８０を図９に示す状態でロックする手段を設ける
とよい。
【００３７】
　この雄型金具５０の後端部と雌型金具６０の後端部にも、それぞれ半リング状の係着部
５５，６５を設けており、そこにネックレスやブレスレット等の連珠状あるいは鎖状の装
身具の両端部をそれぞれ係着すれば、この装身具用留め具２の雄型金具５０と雌型金具６
０を連結することによって、ネックレスやブレスレットを首や腕に装着した状態で無端状
に形成することができる。
【００３８】
　この装身具用留め具２は、図９に示す連結状態では、装身具用留め具２全体が一個の小
さな楕円球状のアクセサリのようになるので一層見栄えがよい。これらの図でも寸法を大
幅に拡大して示しているが、実際の寸法は短径１０ｍｍ程度、長径が２０ｍｍ程度の小さ
なものである。
　外形を長円球状や卵形などにしたり、突起部と角孔の形状を前述の実施例で述べた突起
部と角筒の形状と同様に種々に変更することもできる。
　雄型金具５０と雌型金具６０及びレバー８０とロッド７０の材料についても、前述の実
施例と同様である。
【００３９】
　この発明による装身具留め具は、基本的に上述した雄型金具と雌型金具及びロッドとレ
バーの４個の部品で構成でき、その各形状も比較的シンプルであるから、構造が簡単で製
造が容易である。且つばねを使用しないので経年変化が殆どなく、十分な耐久性がある。
　以上、この発明の好ましい実施の形態について説明したが、この発明はこれに限るもの
ではなく、その材料、形状、寸法など、その用途や使用する装身具のデザインなどに応じ
て、種々に変更し得ることは勿論である。
【産業上の利用可能性】
【００４０】
　この発明は、真珠や珊瑚、宝石などの宝玉にワイヤを挿通して多数個連接してなる連珠
状の装身具、あるいは金、銀、ブラチナ等の貴金属製の鎖状の装身具、例えばネックレス
やブレスレットなどの装身具において、その両端を連結して無端状にするための留め具と
して好適である。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】この発明による装身具留め具の一実施例の雄型金具を雌型金具に嵌入させて連結
する過程を、雌型金具のみを縦断面にし、レバーは仮想線で示す正面図である。
【図２】同じくその装身具用留め具の雄型金具と雌型金具を分離した状態を示す正面図で
ある。雄型金具と雌金具を連結した状態を示す正面図である。
【図３】同じくその装身具用留め具の雄型金具と雌型金具を連結した状態を示す正面図で
ある。
【図４】雄型金具の突起部と雄型金具に支持されるロッドを示す斜視図である。
【図５】突起部の正面図である。
【図６】ロッドの正面図である。
【図７】図６のＹ－Ｙ線に沿う断面図である。
【図８】この発明による装身具留め具の一実施例の雄型金具と雌型金具を分離した状態を
示す正面図である。雄型金具と雌型金具を連結した状態を示す正面図である。
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【図９】同じくその装身具用留め具の雄型金具と雌型金具を連結した状態を示す正面図で
ある。
【符号の説明】
【００４２】
１，２：装身具留め具　　　１０：雄型金具　　　　１１：突起部
１２：基部　　　　１２ａ：基部１２の後端面
１３：円筒状貫通孔　　　　１４：スリット　　　　１５：係着部
２０：雌型金具　　　２０ａ：雌型金具の後端面　　　２１：周壁
２２：係止孔　　　　２５：係着部　　　３０：ロッド　　　　３１：面取部　
４０：レバー　　　　４２：自由端部（操作部）　　　２２：係止片
５０：雄型金具　　　５０ａ：雄型金具の分割面　　　５１：突起部　　　　
５３：円筒状貫通孔　　　　５４：スリット　　　　５５：係着部
６０：雌型金具　　　　６０ａ：雌型金具の分割面　　　６１：角穴　　　　
６５：係着部　　　　　７０：ロッド　　　　７１：面取部
８０：レバー　　　　８１：自由端部（操作部）

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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